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自治体の課題（ニーズ） 研究成果（シーズ）の還元

自治体が管理する鋼道路橋床版の損傷状態について、こ
れまで目視点検に基づく健全度判定を行っていた。
しかし、目視点検の手法では点検者の技量に左右されるた
め定量的な判定が難しく、鋼道路橋床版の適切な維持管理
が困難になるという課題が存在。

FWD装置(舗装構造評価装置）を用いて変形データを測定する
ことにより、統一的な基準に基づく健全度判定が可能となる。
定期的な測定による評価と、経時的な健全度の変化を把握し、
鋼道路橋床版の適切な維持管理を推進することが期待される。
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近畿大学 泉大津市との連携事例

■ 自治体（泉大津市）からの視点

泉大津市

近畿総通局

・ 取組の期間・費用を教えて下さい。

泉大津市

【デジタル技術を活用した地域課題解決に向けた取組について】

茨木市において、概ね20年後の都市の姿を展望する立地適正化計画の策定を契機として、居住誘
導区域として設定したものの、20年後の人口減少率が高く、すでに医療・健康、交通、コミュニティに
おける課題が顕在化しつつある山手台地区をモデルケースとして、予防的対応による住み続けられ
る持続可能なまちづくりを目指していこうとしたことが、本取組のきっかけです。

泉大津市はあくまで実証フィールドを提供しているに過ぎず、自治体として特段の費用は発生して
いません。

・ 取組の経緯・きっかけについて教えて下さい。
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【大学との連携について】

近畿総通局

・ 大学と連携した経緯・きっかけについて教えて下さい。

泉大津市

近畿大学 泉大津市との連携事例

大阪府では円滑な道路の維持管理を進めるため、国（大阪国道事務所）と大阪府、府内市町村、高
速道路会社等が連携して、府内のすべての道路管理者で構成する「大阪府道路メンテナンス会議」
を設立しています。
会議においては、大学と連携した取り組みを進めており、このうち泉大津市の道路に関するメンテ
ナンスについては、近畿大学と連携するに至りました。
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【今後の展望について】

近畿総通局

連絡先
泉大津市 都市政策部 土木課
TEL：0725-33-1131
Mail：doboku@city.izumiotsu.osaka.jp

近畿大学 泉大津市との連携事例

橋梁だけでなく水道管など全国規模でインフラは老朽化しており、メンテナンス作業においてデジタ
ル技術の活用は益々期待されるところです。
現時点で何か具体的な取組は予定はしていませんが、今後必要に応じて検討を進めていきたいと
考えています。

【参考情報】 泉大津市人口：7.3万人（令和５年11月現在）
関連URL：https://www.city.izumiotsu.lg.jp/kakuka/koushitsu/senryaku/pppdesk/5888.html

・ 本事例のほかに、今後予定しているデジタル技術を活用した地域課題解決に向けた
取組や、大学と連携をしてみたい取組があれば教えて下さい。

泉大津市
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